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﹇
要
旨
﹈

受
苦
の
集
中
と
分
散
を
め
ぐ
る
紛
争
過
程

―
町
田
市
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
中
間
処
理
施
設
問
題
を
事
例
と
し
て―

中
澤　

高
師

　

本
稿
の
目
的
は
、
迷
惑
施
設
の
立
地
に
伴
う
受
苦
の
集
中
と
分
散
を
め
ぐ
る

紛
争
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
集
中
と
分
散
を
め
ぐ
る
問
題
の

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
複
数
の
関
連
す
る
紛
争
の
関
係
性
を
捉
え

る
視
点
が
不
可
欠
と
な
る
。
迷
惑
施
設
紛
争
に
は
、
既
存
の
受
苦
圏
と
は
異
な

る
主
体
・
圏
域
が
受
苦
を
分
担
す
る
形
で
引
き
起
こ
さ
れ
る「
受
苦
分
担
型
」と
、

既
存
の
受
苦
圏
と
同
一
の
主
体
・
圏
域
が
受
苦
を
重
複
し
て
被
る
形
で
引
き
起

こ
さ
れ
る
「
受
苦
重
複
型
」
と
い
う
二
類
型
が
考
え
ら
れ
、
問
題
構
造
や
紛
争

形
態
が
異
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
東
京
都
町
田
市
に
お
け
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
中
間
処
理
施
設
立

地
問
題
を
事
例
と
し
て
、
こ
の
二
類
型
を
再
検
討
し
、
受
苦
の
集
中
と
分
散
の

問
題
の
展
開
を
試
み
る
。
町
田
市
に
お
い
て
は
、
清
掃
事
業
に
お
け
る
受
苦
の

小
山
田
へ
の
一
極
集
中
と
い
う
状
況
下
で
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
中
間
処
理
施
設

の
立
地
を
め
ぐ
っ
て
受
苦
の
集
中
と
分
散
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、
小
山
田
、

鶴
間
、
小
山
ヶ
丘
の
三
地
域
で
紛
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

　
「
受
苦
重
複
型
」
で
あ
る
小
山
田
の
紛
争
に
お
い
て
は
、
町
田
市
は
廃
プ
ラ

施
設
が
焼
却
場
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
軽
減
す
る
と
い
う
「
リ
ス
ク
代
替
」

ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
。
一
方
、
反
対
運
動
は
「
リ
ス
ク
の
公
平
な
負
担
」
と

い
う
観
点
か
ら
受
苦
の
分
散
化
を
求
め
た
。「
受
苦
分
担
型
」
で
あ
る
鶴
間
に

お
い
て
は
、町
田
市
は
小
山
田
へ
の
受
苦
の
一
極
集
中
を
是
正
す
る
と
い
う「
配

分
的
公
正
」
を
建
設
推
進
の
正
当
性
と
し
て
主
張
し
た
が
、
反
対
運
動
は
横
浜

市
か
ら
の
煙
害
に
苦
し
む
鶴
間
に
と
っ
て
は
受
苦
の
集
中
化
で
あ
る
と
反
論
し

た
。

　
「
受
苦
分
散
型
」
お
い
て
は
、
地
域
間
に
受
苦
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
が
生
じ

る
が
、
三
地
域
の
運
動
間
に
は
情
報
交
換
を
ベ
ー
ス
と
し
た
緩
い
連
帯
関
係
が

存
在
し
た
。
緩
い
連
帯
関
係
が
可
能
に
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
小
山
田
の
運

動
が
、
廃
プ
ラ
問
題
だ
け
で
は
な
く
ご
み
問
題
の
包
括
的
な
解
決
を
目
指
す
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
三
地
域
と
も
町
田
市
の
計
画
の
進
め
方
を

問
題
視
し
た
こ
と
や
、
施
設
の
安
全
性
が
大
き
な
焦
点
と
な
っ
た
こ
と
も
、
連

帯
の
可
能
性
を
強
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。


